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▲子どもたちの元気がまちの活力です（小野保育所）

現
代
の
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
核
家
族
化

や
共
働
き
家
庭
の
増
加
、
人
間
関

係
の
希
薄
化
な
ど
が
進
み
、
必
ず

し
も
良
い
と
は
い
え
な
い
状
況
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
悪
化
は
少
子
化

が
進
む
要
因
で
あ
り
、
児
童
虐
待

や
少
年
非
行
な
ど
犯
罪
増
加
の
原

因
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

矢
本
町
と
鳴
瀬
町
で
は
こ
の
状

況
を
改
善
す
る
た
め
、
家
庭
環
境

の
整
備
や
子
ど
も
と
家
庭
を
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
、計
画
策
定
を
模
索
。

平
成
１５
年
１１
月
に
児
童
委
員
や
保

育
関
係
者
、
公
募
に
よ
る
住
民
代

表
な
ど
で
構
成
す
る
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
１６
年

２
月
に
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
子

育
て
支
援
策
へ
の
要
望
を
把
握
す

る
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。

こ
の
調
査
結
果
や
一
般
の
方
々
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考

に
、
両
町
の
同
委
員
会
は
合
併
を

踏
ま
え
て
共
同
で
話
し
合
い
を
重

ね
、
計
画
の
方
向
性
や
施
策
な
ど

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

計
画
を

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
成
長
を
願
い 
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
成
長
を
願
い 
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い 
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い 

　
東
松
島
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基

　
東
松
島
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
取
り
組
み

づ
く
取
り
組
み 

が
平
成

が
平
成
1717
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
多
く
の
方
々
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
子
育
て
の
現
状
を
把
握
し
、

　
多
く
の
方
々
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
子
育
て
の
現
状
を
把
握
し
、
次
代
を
担
う
子

次
代
を
担
う
子 

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
策
定
さ
れ
た
同
計
画

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
策
定
さ
れ
た
同
計
画
。
そ
の
概
要
を

。
そ
の
概
要
を 

紹
介
し
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。 

　
東
松
島
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
取
り
組
み 

が
平
成
17
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
多
く
の
方
々
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
子
育
て
の
現
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概
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介
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▲東松島っ子は元気いっぱい（小野保育所）

行
動
計
画
は
１０
年
間
の
時
限
立

法
。
平
成
１７
年
か
ら
の
５
年
間
を

本
計
画
期
間
と
し
計
画
を
実
施
す

る
一
方
、
引
き
続
き
多
方
面
か
ら

の
意
見
を
取
り
入
れ
検
討
を
重
ね

ま
す
。
平
成
２１
年
度
に
検
討
結
果

を
基
に
見
直
し
を
図
り
、
次
期
計

画
期
間
と
す
る
平
成
２２
年
度
か
ら

の
後
半
５
年
間
で
、
さ
ら
に
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
行
動
計
画
の
基
本
的
な

視
点
と
し
て
は
、「
子
ど
も
の
視

点
」「
次
世
代
を
育
成
す
る
長
期

的
な
視
点
」「
次
世
代
育
成
の
た

め
地
域
全
体
が
支
援
す
る
と
い
う

視
点
」「
地
域
に
お
け
る
社
会
資

源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
と
い
う

視
点
」「
子
育
て
中
の
者
が
家
庭

や
地
域
で
孤
立
化
す
る
の
を
防
ぐ

と
い
う
視
点
」
の
５
つ
を
掲
げ
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
設
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
き
め
細
や
か
な
計
画

の
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

計
画
実
施
中
も

充
実
図
る

子どものいる世帯 

18歳未満人口の推移 

出生の動向 ※合計特殊出生率：15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が生涯、 
　　　　　　　　　何人の子どもを産むのかを推計したもの。 

【矢本町 子どものいる世帯数の推移（昭和50年～平成12年）】 （世帯数） 
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資料：国勢調査 

資料：人口動態調査 

【矢本町における出生の推移（昭和45年～平成14年）】 （出生数） 
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資料：人口動態調査 

【鳴瀬町における出生の推移（昭和45年～平成14年）】 （出生数） 
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【鳴瀬町 子どものいる世帯数の推移（昭和50年～平成12年）】 （世帯数） 
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資料：国勢調査 

【18歳未満人口の推移（昭和45年～平成15年）】 （人） 
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資料：国勢調査（各年10月）  ※ただし平成15年は住民基本台帳人口（4月1日現在） 
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　矢本町では総人口が増加傾向にあるのに対し、18歳未満の人口は 
昭和60年をピークとして減少傾向にあります。鳴瀬町では総人口が 
横ばい状態にあるのに対し、18歳未満の人口は減少傾向が続いてい 
ます。 
 

　平成12年の子どもがいる世帯の割合は、矢本・鳴瀬両町ともに県および全国に比べると 
高い値を示しています(県:18歳未満30.3％、全国:18歳未満27.9％)。しかしながら、両町と 
もに一般世帯数が増加しているのに対し、子どものいる世帯は減少傾向にあります。 
 

鳴瀬町 

矢本町 
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子
育
て
の
理
想
は
、
子
育
て
し

て
い
る
人
た
ち
が
そ
の
楽
し
さ
を

十
分
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
子
育
て
を
し
て

い
る
人
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

家
族
み
ん
な
が
協
力
、
参
加
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
人
た
ち
を
地
域
の
人
々
が
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
意
識
の
高
ま
り
も
重
要
で
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

明
る
く
生
き
生
き
と
、
心
身
と
も

に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
東

松
島
市
の
発
展
に
と
っ
て
も
、
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
行
動
計
画
で
は
「
ふ
れ
あ

い
の
輪
の
中
で
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
合
う
ま
ち
（
自

助
＋
共
助
＋
公
助
）」
の
基
本
理

念
を
定
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
う

▲子どもを見ながら親同士の交流も大切です（矢本子育て支援センター）

計画の実現へ向けて期待される役割 

基本理念を実現させるための基本方針 

家庭の役割（自助） 
　家庭においては、子ど
もを養育する本来の責任
は親にあることを十分に
認識することが求められ
ます。 
　子どもを含めた家族の
一人ひとりが役割を自覚
し責任を分かち合い、互
いに助けあうなど家庭機
能の充実に努めることが
必要です。 

行政等の役割（公助） 
　住民に対して本計画の周
知を図り、環境整備の必要
性をアピールすること、ま
た、計画を推進するための
体制を確立し、ニーズを把
握し、各種施策を推進して
いくことが求められます。 
　また、住民にもっとも身
近な子育て支援機能を有す
る保育所や幼稚園、学校な
どの対応が求められます。 

地域の役割（共助） 
　地域の子育て機能を回
復し、地域全体で子育て
支援をしていくこと、子
どもの成長を見守ってい
くことが必要です。 
　そのためには、地域全
体で子育て中の家庭へ協
力するという意識を高め
ること、住民全体が地域
への関わりを深めていく
ことが求められます。 

企業の役割（自助・共助） 
　従業員が職業生活と家庭
生活を両立することができ
るように、就労環境や条件
の整備、子育てに対する職
場内の意識改革を進めるこ
とが求められます。 
　また、事業所も地域の一
員として子育て支援や子ど
もの健全育成への取り組み
に対して、積極的に協力し 
ていくことが求められます。 

基本理念 

ふれあいの輪の中で子どもの健やかな成長を支え合うまち（自助＋共助＋公助） 

共通課題 

子育て中の者が家族や地域で孤立することのないまちづくり 

子どもの「生きる力」を育み、心身ともに 
健康で、たくましい成長を支えるまちづくり 

仕事と子育ての両立を支え、安心して 
子どもを生み育てることのできるまちづくり 

子どもと子育て家庭にやさしい 
　　　　　　　　　　　　安全なまちづくり 

子どもの人権が尊重され、すべての子どもに 
温かいまちづくり 



地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
、
各
地
区
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
（
表
分
館
）
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行
動
計
画
で
は
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
３
つ
の
事
業
を
検
討

中
で
す
。

１
つ
目
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
･
サ

ポ
ー
ト
･
セ
ン
タ
ー
事
業
（
育
児

関
係
）」
で
す
。
こ
れ
は
、
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
行
い
た

い
人
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に
つ

い
て
相
互
援
助
す
る
会
員
組
織
に

よ
る
事
業
で
、
平
成
２１
年
度
ま
で

の
で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
設
置

予
定
で
す
。

２
つ
目
は
「
つ
ど
い
の
広
場
事

業
」
で
す
。
こ
れ
は
、
子
育
て
中

の
親
子
が
気
軽
に
集
い
、

相
談
･
交
流
で
き
る
場
所

を
設
置
し
、
子
育
て
に
関

す
る
精
神
的
な
不
安
や
悩

み
を
軽
減
す
る
と
い
う
も

の
。
旧
矢
本
･
鳴
瀬
両
地

域
に
１
カ
所
ず
つ
設
置
予

定
で
す
。

３
つ
目
は
「
乳
幼
児
健

康
支
援
一
時
預
か
り
事
業

（
病
後
時
保
育
）
※
施
設

型
」
で
す
。
こ
れ
は
、
保

育
所
へ
通
所
中
の
児
童
な

ど
が
病
気
の
「
回
復
期
」

に
あ
り
、
集
団
保
育
の
困

難
な
期
間
に
、
そ
の
児
童

を
保
育
所
、
病
院
な
ど
に

付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー

ス
で
一
時
的
に
預
か
る
事
業
。
今

後
、
施
設
型
で
病
院
な
ど
に
専
用

ス
ペ
ー
ス
整
備
の
検
討
を
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
従
来
取
り
組
ん

で
き
た
事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
保

育
料
の
軽
減
や
保
育
時
間
を
延
長

す
る
保
育
所
の
増
加
、
学
童
保
育

の
充
実
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

開
所
日
の
検
討
な
ど
で
す
（
※
詳

細
は
上
表
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、
行
動
計
画
で
は

新
規
事
業
を
取
り
入
れ
る
一
方
、

既
存
事
業
の
充
実
を
図
り
、
よ
り

充
実
し
た
子
育
て
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
子
育
て
応
援

始
ま
り
ま
す

東松島市次世代育成支援行動計画東松島市次世代育成支援行動計画

事　　業　　名 今後の展開（予定） 

事業内容 
●新規事業● 

●拡充事業● 

事　　業　　名 今後の展開（予定） 
●ファミリー・サポート・センター事業（育児関係） 
①急な残業の場合の預かり②保育施設までの送迎③保育施設の開始前 
や終了後または放課後の預かり④学校の長期休業中の預かりなど 

◎より充実した組織を立ち上げるため、既存設置の自治体の例を検証 
するなどし、平成21年度までのできる限り早い段階で設置 

◎より身近につどえる場所を設けるため、旧矢本・鳴瀬両地域の子育 
て支援センターが設置されていない地区に１カ所ずつ設置 

◎施設型で病院などに専用スペースの整備を検討 

◎保育料の軽減（平成17年度旧両町の低い保育料を新市で採用） 
◎土曜日午後３時までの保育、７カ所増加。矢本東・西、大曲、大曲 
浜、赤井南・北、大塩保育所で新規実施（平成17年度から） 
◎私立幼稚園の預かり保育を推進し、公立保育所の低年齢児受入拡大 
を検討 
◎０歳児受入保育所を旧矢本町地域で１カ所増加（要施設整備） 

◎牛網保育所で新規実施（平成17年度から） 
◎旧矢本町地域で１カ所増加予定 

◎開設要件緩和　10人→８人（平成17年度から） 
（開設要件を満たした小学校区から順次実施） 
◎午後５時30分までの保育、旧矢本町地域の小学校区で新規実施 
（平成17年度から） 
◎保育料改定（平成17年度から） 

●つどいの広場事業 
①子育て親子の交流、つどいの場の提供②子育てアドバイザーによる 
子育て、悩み相談対応③地域の子育て関連情報の親子への提供④子育 
ておよび子育て支援関係講習の実施など 

●乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）　※施設型 
保育所へ通所中の児童などが病気の「回復期」にあり、集団保育の困 
難な時期、その児童を保育所、病院などに付設された専用スペースで 
一時的に預かる 

●通常保育事業 

平日、保護者の就労などにより家庭での保育が困難な児童を保護者の 
代わりに保育所などで預かる 

●延長保育事業 
通常保育の時間帯の前後に保育時間を延長して児童を預かる 
●放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） 
保護者が仕事で昼間家庭に居ない小学校の児童に対して、下校後など 
に保育専用施設、学校の空き教室、地域の集会所などを利用して適切 
な遊びや生活の場などを与え、健全育成を図る 

◎牛網、野蒜、小野保育所で新規実施（平成17年度から） ●一時保育事業 
保護者の病気や出産、冠婚葬祭、災害・事故、育児疲れのリフレッシ 
ュ、家族の看病・介護などの理由により、緊急・一時的に家庭での保 
育が困難な児童を保護者の代わりに、一時的または週に数日預かる 

◎働いている父親・母親も利用できるように土曜日、日曜日の開所を 
検討（イベントなど）（平成17年度から） 
◎保育サポーターの養成 

●地域子育て支援センター事業 

子育て家庭の支援を目的に、①育児不安などについての相談指導②地 
域の子育てサークルなどへの育成・支援③乳児保育や特別保育事業の 
積極的実施・普及促進の努力④ベビーシッターなど地域の保育資源の 
情報提供など⑤家庭的保育を行う者への支援などを実施する 
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計画の周知
①行動計画の概要版を全戸に配布し、また広報紙やホームページにも概要を掲載
②保育所や幼稚園、子育て支援センターなどにおいて周知の機会を設ける
③小中学校や高校と連携して、次世代を担う若者への周知を行い、少子化社会に関する知識の普及
と子育てに関する意識の向上に努める

計画の推進体制の確立
①役所内において福祉課が中心となりプロジェクトチームを設置し、総合的な視点から整備を図る
計画推進体制をつくる
②地域に対する積極的な働きかけを行い、住民や地域団体との連携･協働体制を確立する
③国や県、保健福祉事務所や地域子どもセンター、警察などの関係機関と積極的に情報交換を図り、
計画の着実な推進へ向けた連携を強化する

計画の進捗状況の点検・公表などについて
計画進捗状況の点検
①福祉課(プロジェクトチーム)の主導で、関係所管課の事業進捗状況を継続的に把握・点検する
②公募住民、子育てグループなど住民組織の代表、学識経験者、関係機関などからなる「東松島市
次世代育成支援推進協議会」（仮称）を設置し、計画内容の進捗状況のチェックや評価を行う
③同協議会では、構成員の日常的な取り組みや住民からの意見などを検討し、子育て支援に関する
さまざまな問題提起や提言を行う

①事業の実施状況、目標達成状況、あるいは同協議会における検討内容や提言などを、広報紙やホ
ームページなどを活用して年度ごとに公表する

①住民の意見を反映させるため、ホームページや庁舎において意見を公募する
②子育て支援センター主催の講座や子育てサークル活動の場を利用して意見の収集に努める

計画進捗状況の点検

計画進捗状況の公表

住民意見の収集

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
一
般
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど

を
基
に
、
策
定
委
員
会
で
検
討
を

重
ね
、ま
と
め
ら
れ
た
行
動
計
画
。

市
で
は
こ
の
計
画
に
対
し「
周
知
」

「
推
進
体
制
の
確
立
」「
進
捗
状
況

の
点
検
･
公
表
」（
※
詳
細
は
下
表

参
照
）、
こ
の
３
つ
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

現
状
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
子

育
て
に
必
要
な
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
環
境
の
整

備
や
子
ど
も
と
家
庭
を
社
会
全
体

で
支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め

る
。
こ
の
よ
う
に
「
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
は
今
後
も
、
子

ど
も
を
生
み
た
い
と
思
う
人
が
、

理
想
ど
お
り
に
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

子
育
て
を
し
た
い

社
会
づ
く
り

▲市内の子育てサークル代表者の話し合い風景（矢本子育て支援センター）

計画の推進に向けた取り組み
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東松島市次世代育成支援行動計画東松島市次世代育成支援行動計画

委
員
会
メ
ン
バ
ー

委
員
会
メ
ン
バ
ー

〈
矢
本
〉

委
員
長

亀
山
　
康
雄

（
民
生
児
童
委
員
）

副
委
員
長

三
浦
　
サ
イ
子

（
主
任
児
童
委
員
）

委
　
員

齊
藤
　
芳
江

（
公
募
委
員
）

若
井
　
祐
子

（
公
募
委
員
）

稲
富
　
將
夫

（
幼
稚
園
関
係
者
）

宍
戸
　
美
香

（
子
育
て
グ
ル
ー
プ
関
係
者

）

菅
原
　
湛
子

（
民
生
児
童
委
員
）

佐
藤
　
ま
き
子

（
保
育
関
係
者
）

〈
鳴
瀬
〉

委
員
長

丁
子
　
婦
貴
子

（
幼
稚
園
関
係
者
）

副
委
員
長

鈴
木
　
芙
佐
子

（
主
任
児
童
委
員
）

委
　
員

阿
部
　
ゆ
か
り

（
公
募
委
員
）

尾
形
　
　
聡

（
公
募
委
員
）

石
垣
　
由
紀
子

（
子
育
て
グ
ル
ー
プ
関
係
者

）

氏
家
　
よ
し
み

（
元
主
任
児
童
委
員
）

千
葉
　
真
志
子

（
主
任
児
童
委
員
）

丹
野
　
美
代
子

（
民
生
児
童
委
員
）

森
　
の
ぶ
子

（
保
育
関
係
者
）

私
は
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
関
わ
っ
て
き
て
、

今
ま
さ
に
助
け
を
必
要
と
す
る
母
親
の
声
を

生
で
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
声
と

私
自
身
の
子
育
て
経
験
を
合
わ
せ
て
計
画
に

生
か
し
た
い
と
考
え
、
公
募
委
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

現
在
の
子
育
て
環
境
は
、
私
が
子
育
て
を

始
め
た
こ
ろ
よ
り
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。サ
ー
ク
ル
が
立
ち
上
が
り
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
子
育
て
の
相

談
と
母
親
間
の
交
流
の
場
も
で
き
ま
し
た
。

で
も
、ま
だ
ま
だ
問
題
点
は
あ
り
ま
し
た
。

学
童
保
育
な
ど
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
保
育

所
に
入
っ
て
い
る
こ
ろ
は
延
長
保
育
を
利
用

し
て
い
て
も
、小
学
生
に
な
り
下
校
時
刻
後
、

学
童
保
育
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
も
時
間
や

場
所
に
今
以
上
の
制
限
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
行
動
計
画
で
は
、こ
れ
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
子
育
て
環
境
を
改
善
す

る
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
こ
の
計
画

を
よ
り
充
実
さ
せ
、「
こ
の
街
に
来
た
か
ら

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
」
と
感
じ
て
も

ら
え
る
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。 矢本町次世代育成支援行動計画策定委員

若
わか

井
い 　

祐
ゆう

子
こ

さん（表／公募委員）

鳴瀬町次世代育成支援行動計画策定委員長

丁子
ちょうじ

婦
ふ

貴
き

子
こ

さん（小野下／鳴瀬幼稚園園長）

少
子
化
の
勢
い
は
一
向
に
収
ま
ら
ず
、
全

国
的
に
見
て
出
生
率
は
２３
年
間
連
続
し
て
減

少
し
て
い
ま
す
。
平
成
１５
年
度
現
在
、
５
年

間
で
鳴
瀬
町
で
は
７
人
、
矢
本
町
に
い
た
っ

て
は
１０２
人
も
減
少
し
、
私
た
ち
の
市
も
確
実

に
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
原
因
と
し
て
は
、
①
子
育

て
支
援
策
の
欠
乏
②
女
性
の
高
学
歴
化
と
社

会
進
出
③
結
婚
の
晩
婚
化
④
生
活
価
値
観
の

変
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
行
動
計
画
は
、
政
府
の
施
策
の
流

れ
を
受
け
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
が
重

視
し
て
い
る
子
育
て
支
援
を
東
松
島
市
の
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
家
庭

の
み
な
ら
ず
地
域
が
と
も
に
子
育
て
を
出
来

る
環
境
づ
く
り
を
、
両
町
の
策
定
委
員
会
が

一
丸
と
な
り
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

課
題
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現

時
点
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
こ
の

行
動
計
画
を
基
本
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
を
展
開
し
、
よ
り
楽
し

ん
で
子
育
て
を
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

昔
は
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
古ふ
る

里さ
と

と
都
会

の
差
が
あ
り
、
古
里
は
遠
く
離
れ
て
も
思
い

出
が
あ
り
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

し
た
。
家
庭
に
は
団だ

ん

欒ら
ん

が
あ
り
、
家
族
は
も

と
よ
り
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
で
子
育
て
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
農
村

も
都
会
化
し
、核
家
族
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、

純
粋
な
古
里
が
姿
を
消
し
、
地
域
は
子
育
て

に
対
す
る
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

子
育
て
を
す
る
環
境
の
原
点
は
古
里
で
す
。

そ
れ
を
目
指
す
た
め
に
、ま
ず
子
育
て
が
楽
し

く
家
族
が
団
欒
で
き
、
家
庭
の
機
能
が
十
分

生
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

次
に
地
域
社
会
の
機
能
が
子
育
て
の
力
を
取

り
戻
す
。
そ
し
て
、
行
政
が
住
民
本
位
の
後

押
し
を
積
極
的
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

次
世
代
は
私
た
ち
の
夢
で
す
。
そ
こ
か
ら

行
動
計
画
策
定
を
考
え
る
と
、
責
任
の
重
大

さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
子
育

て
環
境
の
土
台
づ
く
り
を
し
た
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
市
民
全
員
で
次
世
代
の
育
成
を
考
え
直

す
時
期
に
来
て
い
ま
す
。「
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で

生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

矢本町次世代育成支援行動計画策定委員長

亀
かめ

山
やま 　

康
やす

雄
お

さん（大島／民生児童委員）
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東
松
島
市
開
庁
式
は
、
市
役
所

庁
舎
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
成
澤
孝
志
東
松
島
市
長

職
務
執
行
者
が
「
市
民
の
た
め
の

市
役
所
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
渥

美
巖
県
議
が
「
心
ひ
と
つ
に
し
て

東
松
島
市
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
新
市
へ
期
待
を
込
め
た
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
職

務
執
行
者
と
渥
美
県
議
、
市
内
４

つ
の
中
学
校
の
代
表
者
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
「
東
松
島
市
庁
舎
」
と

記
さ
れ
た
銘
板
を
除
幕
し
ま
し
た
。

一
方
、
鳴
瀬
庁
舎
前
で
も
開
庁

式
が
行
わ
れ
、
鈴
木
吉
夫
東
松
島

市
鳴
瀬
総
合
支
所
長
が
あ
い
さ

つ
。
つ
い
で
来
賓
に
よ
る
「
東
松

島
市
役
所
鳴
瀬
庁
舎
」
と
記
さ
れ

た
銘
板
の
除
幕
や
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

両
庁
舎
と
も
式
終
了
後
、
早
速

業
務
を
開
始
し
、
新
た
な
歴
史
が

幕
を
開
け
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

新
市
ス
タ
ー
ト

▲東松島市開庁式

▼鳴瀬庁舎開庁式

新
た
な
歴
史
の
幕
開
け

新
た
な
歴
史
の
幕
開
け 
新
た
な
歴
史
の
幕
開
け

新
た
な
歴
史
の
幕
開
け 
新
た
な
歴
史
の
幕
開
け 

市
役
所  

鳴
瀬
庁
舎
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー 

4
月
1
日
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
ま
っ
た
新
市
の
誕
生
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
同
日
行
わ
れ
た
東
松
島
市（
市
役
所
庁
舎
）開
庁
式
お
よ
び
鳴
瀬
庁
舎

開
庁
式
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
松
島
市
に
は
、
旧
矢
本
･

鳴
瀬
の
地
区
の
垣
根
を
越
え
て
、

市
民
の
み
ん
な
が
明
る
く
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

佐藤 仁
よし

彦
ひこ

さん（鳴瀬二中）

鳴
瀬
の
自
然
と
、
矢
本
の
商

業
施
設
な
ど
、
両
町
の
良
い
と

こ
ろ
だ
け
を
取
り
入
れ
、
み
ん

な
が
喜
ん
で
暮
ら
せ
る
市
に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

渥美　敦
のぶ

順
よし

さん（矢本二中）

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、

暮
ら
し
や
す
い
市
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
。
市
民
バ
ス
を
走
ら

せ
て
、
市
民
が
交
流
し
や
す
い

環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
で
す
。 小野　駿

しゅん

人
と

さん（矢本一中）

今
あ
る
自
然
を
し
っ
か
り
と

残
し
て
、
発
展
し
て
行
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
矢
本
・
鳴
瀬
両
地

区
が
平
等
に
暮
ら
し
や
す
い
街

に
な
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。 柏　沙

さ

央
お

里
り

さん（鳴瀬一中）

開
庁
式
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
っ
た

中
学
生
代
表
の
方
か
ら
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

開
庁
式
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

開
庁
式
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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開
庁
式
終
了
後
、
各
機
関
に
対

し
て
東
松
島
市
役
所
庁
舎
、
鳴
瀬

庁
舎
に
て
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
こ
で
は
、
新
し
く
な
り
ま
し

た
各
種
団
体
の
役
員
や
、
新
し
く

辞
令
を
受
け
た
方
々
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

消
　
防
　
団

¡
団
長花

坂
功
三
郎

¡
副
団
長

阿
部
　
賢
一

櫻
井
　
清
一

土
井
　
敏
暉

成
澤
　
孝
一

¡
統
括
分
団
長

長
谷
川
　
博
（
第
１
分
団
長
兼
）

阿
部
　
　
誠
（
第
２
分
団
長
兼
）

片
倉
　
富
男
（
第
３
分
団
長
兼
）

鈴
木
　
希
夫
（
第
４
分
団
長
兼
）

邊
見
　
文
隆
（
第
５
分
団
長
兼
）

及
川
　
繁
喜

尾
形
　
忠
広

雫
石
　
堅
持

櫻
井
　
幸
作

亀
山
　
幸
一

¡
分
団
長

第
６
分
団
長

熱
海
　
健
悦

第
７
分
団
長

奥
田
　
提
二

第
８
分
団
長

成
澤
　
正
己

第
９
分
団
長

尾
形
　
徳
雄

第
１０
分
団
長

京
野
　
泰
昌

第
１１
分
団
長

八
木
　
重
義

¡
副
分
団
長

第
１
分
団
副
分
団
長

菅
原
　
義
夫

第
２
分
団
副
分
団
長

菅
原
　
義
雄

第
３
分
団
副
分
団
長

浅
野
　
勝
則

第
４
分
団
副
分
団
長

斎
藤
　
文
孝

第
５
分
団
副
分
団
長

木
村
　
政
敏

第
６
分
団
副
分
団
長

千
葉
　
佳
一

第
７
分
団
副
分
団
長

内
海
　
和
則

第
８
分
団
副
分
団
長

鈴
木
　
　
薫

第
９
分
団
副
分
団
長

高
橋
　
貞
雄

第
１０
分
団
副
分
団
長

北
條
　
誠
一

第
１１
分
団
副
分
団
長

小
野
　
幸
男

交
通
安
全
指
導
隊

¡
隊
長土

井
　
健
雄

¡
副
隊
長

富
樫
　
正
嘉

土
井
　
寛
治

¡
分
隊
長

阿
部
　
亮
一

菅
原
　
孝

¡
班
長扇

　
　
義
見

片
平
　
仁
志

村
田
　
正
幸

浅
野
雄
一
郎

川
元
　
英
敏

古
川
　
武
志

石
山
　
利
子

大
泉
　
照
男

防
犯
実
働
隊

¡
隊
長氏

家
　
國
昭

¡
副
隊
長

菊
地
　
良
大

黒
須
　
壽
幸

¡
矢
本
東
班
長

扇
　
恒
夫

¡
矢
本
西
班
長

関
口
　
進
郎

¡
小
松
班
長

横
山
　
輝
男

¡
大
曲
班
長

阿
部
　
　
明

¡
赤
井
班
長

土
井
　
忠
雄

¡
大
塩
班
長

佐
藤
　
静
男

選
挙
管
理
委
員
会

¡
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

大
江
　
　
雄

¡
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理

木
村
　
亀
悦

¡
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

雫
石
　
晃
規

安
部
　
正
和

農
業
委
員

¡
会
長川

田
　
利
雄

¡
会
長
職
務
代
理

小
野
　
明
年

¡
4
月
1
日
就
任
者

手
代
木
剛
志
（
共
済
推
薦
）

五
野
井
嘉
男
（
改
良
区
推
薦
）

熊
谷
　
　
榮
（
農
協
推
薦
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

石
川
儀
一
郎
　

石
垣
　
信
悦
　

花
坂
功
三
郎

各
種
団
体
・

委
員
に辞

令
交
付

▲成澤東松島市長職務執行者が辞令を交付（写真は辞令を受ける花坂消防団長）

（
敬
称
略
）
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春
の
行
政
相
談
週
間
が

春
の
行
政
相
談
週
間
が 

　
　
　
　
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
始
ま
り
ま
す 
春
の
行
政
相
談
週
間
が 

　
　
　
　
始
ま
り
ま
す 

5月16日（月
）～5月22日

（日）

一
人
で
悩
ま
ず
、

一
緒
に
解
決
の
道
を

探
し
ま
せ
ん
か
？

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

の
よ
り
一
層
の
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
こ
の
一
週
間
を
「
春
の
行

政
相
談
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
・

県
・
市
町
村
）
や
特
殊
法
人
（
日

本
道
路
公
団
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
郵
便
局

な
ど
）
等
の
仕
事
に
関
し
て
困
っ

て
い
る
こ
と
や
要
望
し
た
い
こ
と

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
も
の
で

す
。行

政
相
談
委
員
は
、
定
例
相
談

日
又
は
自
宅
等
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
期
間
中
は
、
次

の
と
こ
ろ
で
も
行
政
相
談
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

平
成
１７
年
５
月
１８
日（
水
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

特
設
行
政
相
談

「行政困りごと相談所」が
仙台にオープンしました!!
●場所 藤崎一番町館６階

●時間 毎日１０：００～１８：００
（藤崎デパートの店休日は除く）

●問 1０２２‐２６３‐６２０１

東
松
島
市
担
当
行
政
相
談
委
員

三
浦
　
亨
子
さ
ん

住
所：

小
松
字
下
砂
利
田
１３５
番
地
２

電
話：

８２
‐
５
６
１
０

相
談
委
員
よ
り
一
言

話
を
す
る
だ
け
で
、
悩
ん
で

い
た
こ
と
が
楽
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
悩
み

を
聞
い
て
、
一
緒
に
解
決
を
目

指
す
こ
と
が
相
談
員
の
仕
事
で

す
。仮

に
小
さ
な
問
題
だ
と
思
っ

て
も
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
相

談
員
の
制
度
を
活
用
し
て
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

手
代
木

四
郎
さ
ん

住
所：

牛
網
字
平
岡
４５
番
地

電
話：

８７
‐
３
０
５
０

相
談
委
員
よ
り
一
言

相
談
員
の
仕
事
は
、
市
民
生

活
や
生
活
環
境
な
ど
日
常
の
中

で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
の

相
談
を
気
軽
に
秘
密
厳
守
で
聞

く
こ
と
で
す
。

ど
こ
に
相
談
に
行
っ
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
悩
み

も
お
聞
き
し
ま
す
。

無
料
で
す
の
で
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
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春の法律相談 及び

合同行政相談所開設
困りごとはありませんか？下記の場所で法律相談及び各種相談に応じますのでお気軽にお立

ち寄りください。相談は無料で、秘密は厳守します。

無料法律相談（要予約） 

行政相談 
 

民生児童相談 

 

 

主任児童相談 

 

 

家庭児童相談 

精神保健専門相談 

子育て相談 
 

赤ちゃん相談 

乳幼児健康相談 
 

心理相談（要予約） 

 

 

 

 

人権擁護相談 

 

 

 

 

消費生活相談 
 

教育相談 

農家相談 

 

 

 

 

生活相談 

全 地 区  

矢本地区 

鳴瀬地区 

各 地 区  

 

 

全 地 区  

 

 

全 地 区  

全 地 区  

矢本地区 

鳴瀬地区 

全 地 区  

矢本地区 

鳴瀬地区 

全 地 区  

 

 

矢本地区 

 

 

 

鳴瀬地区 
 

 

矢本地区 

鳴瀬地区 

全 地 区  

全 地 区  

 

矢本地区 

 

 

 

鳴瀬地区 

阿部　長（弁護士） 

三浦　亨子 

手代木四郎 

各地区ごとに70名 

三浦サイ子 

石川つやこ 

小池かち子 

千葉真志子 

鈴木芙佐子 

尾形　順子 

鈴木　　淳 

佐藤まき子 

増子　淑美 

 

市職員ほか 
 

 

武田　　勝 

小池　康裕 

吉田　國夫 

亀山　敦子 

佐藤多喜子 

山本　　久 

大友　佳代 

宮里　若枝 

小松　伸夫 

見田　好子 

篠原　幸子 

調整中 

農業委員が交代で担当 

志田　茂雄 

平野　勝子 

三浦　亨子 

武田　長治 

門脇きよ子 

狩野　正男 

横山　俊一 

渡辺　照悟 

菊池　利男 

総務課行政係 
（82-1111　内線1215） 

自宅 
（82-5610） 
自宅 

（87-3050） 
 
 
 
 

福祉課社会福祉係 
（82-1111　内線1173）

 
 
 
 
 
 
 

福祉課子育て支援係 
（82-1111　内線1185） 
福祉課障害福祉係 
（82-1111　内線1176） 
矢本子育て支援センター 
（84-2676） 

鳴瀬子育て支援センター 
（87-2338） 

 
 

健康推進課健康推進係 
（82-1111　内線3103）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民課戸籍係 
（82-1111　内線1125） 

 
 
 
 
 
 
 
 

市民課市民相談係 
（82-1111　内線1127） 
鳴瀬総合支所市民相談係 
（82-1111　内線2109） 
教育総務課教育総務係 
（82-1111　内線2213） 
農業委員会庶務係 
（82-1111　内線2152） 

 
 

東松島市社会福祉協議会 
矢本福祉センター 

 
 
 
 
 
 

東松島市社会福祉協議会 
鳴瀬福祉センター 
（直通86-1066） 

５・１０・２月（年３回） 
 

毎月第２・３・４金曜日 
10:00～16:00 
毎月第１・３火曜日 
10:00～14:00 

常時 
 
 
 
 
 

常時 
 
 
 
 
   

月～金 
9:00～16:00 
月～木 
9:00～16:00 
月～金 
9:00～17:15 
月～金 
9:00～16:00 

 
 

不定期ですので、相談日 
は広報「東松島」でご確 
認願います。

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎月第２金曜日 
10:00～15:00 

 
 
 
 
 
 
 
 

月・水・金 
9:00～15:00 
火・木・金 
9:00～15:00 

 
 

毎月１回。相談日は広報「東
松島」でご確認願います。  

 
 

毎月第２・３・４金曜日 
10:00～16:00 

 
 
 
 
 
 
 

毎月第１・３火曜日 
10:00～14:00

開催日及び場所は広報等でお知ら 
せします。 

老人福祉センター 
 
第１火曜日：野蒜公民館 
第３火曜日：小野公民館 
各地区の民生児童委員はお問い 
合わせ願います。 
 
 
 
 

矢本子育て支援センター　ほか 
 
 
 
 
 
東松島市社会福祉事務所 
福祉課子育て支援係　窓口 
東松島市社会福祉事務所 
福祉課障害福祉係　窓口」 

矢本子育て支援センター 
 
鳴瀬子育て支援センター 
 
矢本子育て支援センター 
 
矢本保健相談センター 
 
鳴瀬保健相談センター 
 
矢本保健相談センター 
 
 
 
 
 
 
５・７・９・１１・１・３月 
　東松島市コミュニティセンター 
 
４・８・１２月 
　小野公民館 
 
６・１０・２月 
　野蒜公民館 
 
 
 
 
 

市民課市民相談係　窓口 
 
鳴瀬総合支所市民相談係　窓口 
 
 
 
農業委員会会長室 
 
 
 
老人福祉センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
第１火曜日：野蒜公民館 
第３火曜日：小野公民館 

◇東松島市における各種相談一覧 
各　種　相　談 担当地区 相　　談　　員 連　　絡　　先 相　　談　　日 相　談　場　所 

調　　整　　中 



１２広報東松島　５月号

「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

▲小さな不安と大きな希望で胸もいっぱいです（矢本東小学校）

6
人
の
新
入
生
が
式
に
臨
ん
だ
宮
戸
小
学
校
の
入
学
式
、
緊
張
し
た
様
子
で
す

寒さも和らぎはじめてきた4月の上旬、4月8日(金)から
12日(火)にかけて、矢本･鳴瀬両地区の幼稚園、小･中学校
で東松島市となって初めての入学式が行われました。今年
の4月に入学を迎えたのは合わせて995人。新入園児･児
童･生徒たちは、新しい制服やランドセルを背負い、少し
緊張した面持ちで入学式に臨みました。
このうち、8日に行われた宮戸小学校の入学式では、6

人が式に臨みました。新入生は元気よく入場し着席すると、
新しいクラス担任の先生に点呼され、｢はいっ｣と大きな返
事をしました。続いて、佐々木宏明校長が｢みんなと仲良
くしましょう、あいさつや返事をしっかりしましょう、車
には十分気をつけましょう｣とあいさつ。新入生は3つの
約束を交わしていました。その後、代表児童に教科書と記
念品が授与されました。
また、在校生からの温かいお迎えのセレモニーがあり、

新入生は先輩たちのお迎えに驚きながらも楽しそうに見入
っていました。

希希望望ををババッッククににつつめめここんんでで
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3
月
１９
日
、
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
「
ゆ
ぷ
と
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
水
中
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
に
は
事
前

に
申
し
込
み
し
た
住
民
な
ど
約
５００

人
が
訪
れ
、
笑
い
あ
り
、
感
動
あ

り
の
ス
テ
ー
ジ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

市市
のの
新新
名名
所所
完完
成成
をを
祝祝
うう

春
の
交
通
安
全
週
間
に
合
わ
せ
、

交
通
安
全
指
導
隊
な
ど
の
皆
さ
ん

に
よ
り
、
駅
前
で
の
街
頭
指
導
活

動(

4
／
8)

、
車
両
検
測
所
で
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
る
フ
ラ
ワ
ー

作
戦(

4
／
１１)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
も
に

心
を
引
き
締
め
た
よ
う
で
し
た
。

みみ
んん
なな
でで
守守
ろろ
うう
交交
通通
安安
全全

旧
鳴
瀬
町
地
域
の
小
学
5
年
生

１１２
人
が
4
月
１８
日
、
鳴
瀬
川
で
サ

ケ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

稚
魚
は
3
、
4
年
で
大
き
く
な

り
、
こ
の
川
に
戻
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
、
児
童
た
ち
は
元
気
で

帰
っ
て
く
る
よ
う
に
願
い
な
が
ら
、

静
か
に
川
へ
と
放
し
て
い
ま
し
た
。

元元
気気
でで
帰帰
っっ
てて
きき
てて
ねね

▲鳴瀬役場庁舎前

▲矢本町役場庁舎前

矢
本
町
役
場
庁
舎
の
閉
庁
式
も
同
時
刻
に
、
職
員
や

来
賓
、
関
係
者
な
ど
約
２００
人
が
参
加
の
下
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
で
は
、
大
森
町
長
が
「
先
人
た
ち
が
積
み
重
ね
て

き
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
新
市
に
生
か
し
、

鳴
瀬
町
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
東
松

島
市
に
し
ま
し
ょ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
町

旗
が
降
ろ
さ
れ
、
そ
れ
を
町
長
と
議
長
が
共
同
で
折
り

た
た
み
、
納
め
る
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
に
先
立
ち
参
加
者
全
員
で
庁
舎
を
バ
ッ
ク

に
記
念
撮
影
を
行
い
、思
い
出
の
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

矢
　
　
本
　
　
町

鳴
瀬
町
役
場
庁
舎
の
閉
庁
式
は
、
庁
舎
前
に
お
い
て

5
時
１５
分
の
業
務
終
了
と
同
時
に
職
員
や
来
賓
、
関
係

者
な
ど
約
１００
人
が
参
加
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
成
澤
町
長
が
「
今
日
を
も
っ
て
鳴
瀬
町
と

い
う
町
が
な
く
な
り
、
明
日
か
ら
は
東
松
島
市
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
こ
の
庁
舎
も
鳴
瀬
総
合
支

所
へ
変
わ
り
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
を
大
切
に
東
松
島
市
へ
と
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
町
旗
が
降
納
さ
れ
、
最
後
に

職
員
全
員
で
「
蛍
の
光
」
を
合
唱
し
、
鳴
瀬
町
役
場
庁

舎
へ
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

鳴
　
　
瀬
　
　
町

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
庁庁
舎舎
にに
幕幕
　　
〜〜
閉閉
庁庁
式式
〜〜

３
月
31
日（
木
）、
矢
本
･
鳴
瀬
両
町
役
場
庁
舎
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
役
場
と
し
て
の

業
務
を
終
え
る
閉
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
や
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
事
業

を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
し
く
建
設

す
る
東
松
島
市
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
に
関
す
る
総
合
的
な
業
務

も
担
当
し
ま
す
。

配
置
図
と
内
線
番
号
は
左
図
の

と
お
り
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
問
題
と
い
う
と
、
ど
こ
か

他
人
事
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
、
実
は
個
人
や
家
族
単
位
で
で

き
る
こ
と
は
と
て
も
多
く
、
そ
し

て
大
き
な
結
果
を
生
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
節
減
（
節
電
や
節
水
の
積
み

重
ね
）、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
通
勤
（
二
酸
化
炭
素
の
排
出

抑
制
）、
ご
み
の
分
別
・
資
源
化

に
よ
る
ご
み
焼
却
量
の
減
量

等
々
、
み
な
さ
ん
が
で
き
る
こ
と

を
実
行
し
、
地
区
単
位
や
全
市
と

そ
の
輪
を
広
げ
た
と
き
、
必
ず
や

大
き
な
結
果
を
生
み
出
し
ま
す
。

環
境
衛
生
係
で
は
、
豊
か
で
恵

み
多
い
自
然
環
境
を
次
代
へ
と
残

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
総
合
的

な
環
境
施
策（
環
境
基
本
計
画
）の

策
定
に
よ
り
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
地
球
温
暖
化
対
策
や
大
気
汚

染
の
抑
止
、
河
川
の
水
質
浄
化
・

汚
濁
防
止
等
と
向
き
合
う
べ
き
か
、

そ
の
手
段
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

１４広報東松島　５月号

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
今
月
か
ら
生
活
環
境
課
が
担
当
す
る
仕
事

の
内
容
や
、
環
境
に
関
す
る
話
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。
現
在
、
深
刻
化
し
て
い
る
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
世
界
的
な
環
境
問
題
か
ら
、『
分
別
』
に
よ
っ
て
家
庭
の
中
で

解
決
で
き
る
環
境
問
題
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や
提
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
仕
事
し
て
い
ま
す

環
境
衛
生
係
か
ら

生
活
環
境
課
は
『
環
境
衛
生

係
』、『
廃
棄
物
対
策
係
』
と
い
う

２
つ
の
係
業
務
を
職
員
７
人
が
分

担
し
て
担
当
し
て
い
ま
す
。

環
境
衛
生
係
は
、
今
後
、
東
松

島
市
の
環
境
政
策
全
般
の
根
幹
と

な
る
環
境
基
本
条
例
と
そ
れ
に
基

づ
く
環
境
基
本
計
画
の
策
定
業
務

を
推
進
す
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
環
境
面
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
苦
情
、
相
談
に
応
じ
る
業
務
を

担
当
し
ま
す
。

廃
棄
物
対
策
係
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
日
常
と
密
接
な
家
庭
ご
み

廃
棄
物
対
策
係
で
は
、
今
年
も

ご
み
減
量
策
の
一
環
と
し
て
資
源

化
物
の
売
り
払
い
に
関
す
る
入
札

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
市

内
の
有
限
会
社
丸
菱
商
事
と
左
表

の
価
格
で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
（
契
約
期
間
は
９

月
末
ま
で
）。
こ
の
資
源
化
物
の

中
で
、
も
っ
と
も
皆
さ
ん
に
分
別

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
の
が

『
紙
類
』
で
す
。

平
成
１６
年
度
旧
鳴
瀬
町
が
行
っ

た
分
別
促
進
事
業
の
結
果
、
対
前

年
度
比
で
１７７
％
に
あ
た
る
３２６
ト
ン

（
４２
ト
ン
増
）
の
紙
類
が
集
ま
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
紙
類
の
分
別
啓
発
事

業
を
新
た
に
行
い
な
が
ら
、
昨
年

度
両
町
が
排
出
し
た
可
燃
ご
み
量

（
１
２
、３
８
７
ト
ン
）
を
約
９１９
ト

ン
下
回
る
１
１
、４
６
８
ト
ン
を

目
標
値
と
定
め
ま
し
た
。

５
月
か
ら
は
各
地
区
衛
生
推
進

員
さ
ん
に
よ
る
分
別
指
導
の
強
化

と
同
時
に
各
集
積
所
の
採
点
も
始

め
る
計
画
で
す
。
皆
さ
ん
の
分
別

徹
底
に
期
待
し
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

●
狂
犬
病
予
防
注
射

今
年
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注

射
は
６
月
中
旬
か
ら
２
週
間
に

わ
た
っ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

集
合
注
射
の
案
内
票
は
各
飼
い

主
様
宛
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

暑
い
季
節
に
向
か
い
飼
い
犬

の
体
調
が
変
化
し
や
す
い
こ
と

や
、
集
合
注
射
で
は
、
待
ち
時

間
が
長
く
な
っ
た
場
合
、
飼
い

犬
同
士
が
噛
み
合
い
に
な
る
こ

と
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
６
月
ま
で
待
て
な
い
場
合

は
お
近
く
の
獣
医
院
で
の
接
種

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

●
側
溝
清
掃
に
つ
い
て

側
溝
清
掃
に
お
け
る
汚
泥
処

理
用
の
袋
と
清
掃
後
の
袋
回
収

に
つ
い
て
は
市
役
所
が
負
担
し

ま
す
。
側
溝
の
ふ
た
開
け
機
の

貸
し
出
し
も
生
活
環
境
課
が
行

い
ま
す
の
で
、
袋
の
必
要
数
と

実
施
予
定
日
な
ど
は
環
境
衛
生

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

アルミ 

鉄 

アルミ（プレス） 

鉄（プレス） 

鉄千地
 有価物 

 有償取引 

新聞紙 

雑誌 

段ボール 

紙パック 

その他の紙 

衣類 

一升瓶 

ビール瓶　特大 

ビール瓶　大 

ビール瓶　中 

ビール瓶　小 

洋酒瓶　大 

洋酒瓶　小 

ジュース瓶 

85.0 

7.0 

95.0 

13.0 

8.0 

0.0 

7.3 

4.0 

5.0 

4.0 

4.0 

0.2 

2.0 

35.5 

11.5 

10.0 

9.0 

1.0 

1.0 

5.0

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

kg 

本 

本 

本 

本 

本 

本 

本 

本 

資源化物の売り払い単価 
種　別 単価/円 単位 

生活環境課内の配置図 

生
活
環
境
課
長 

今 

野 

勝 

彦 

廃
棄
物
対
策
係
長 

鈴 

木 

勝 

利 

副主幹（新処分場担当） 
渡 邊 　 晃 

主　事 
成 澤 史 浩 

■環境衛生係（内線2164） 
　環境全般に関することなど 

課
長
補
佐 

掘 

越 

栄 

治 

環
境
衛
生
係
長 

佐 

藤 

伸 

寿 

主　査 
菊 地 昭 男 

（鳴瀬庁舎） 

■廃棄物対策係（内線2162） 
　家庭から出るごみや新処分 
　場に関すること 

廃
棄
物
対
策
係
か
ら
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建築物等の地震防災対策助成制度のお知らせ
発生が予想される巨大地震に対し、市では建築物などの地震防災対策を緊急課題と捉え、
耐震診断から耐震工事までの一連の流れに沿った助成事業を行います。

①木造住宅耐震診断助成事業①木造住宅耐震診断助成事業
耐震一般診断希望世帯に耐震診断士を派遣します。
対象住宅 昭和５６年５月３１日以前建築の在来軸組構法
（太い柱や垂れ壁を主な耐震要素とする伝統的構法
含む）または枠組壁構法の木造平屋から木造３階建
てまでの戸建て住宅。
費用負担 延面積２００g以下（耐震改修計画作成の場
合１６８,０００円）：８,０００円の個人負担。
※住宅の延面積２００g超の場合、３５g毎に１０,５００円
が加算されます。
また、既存建築物の図面がない場合は別途図面作

成費として２１,０００円が必要となります。
申込期間 ５月１６日～１０月３１日

②木造住宅耐震改修工事助成事業②木造住宅耐震改修工事助成事業
対象住宅 ①で作成した耐震改修計画に基づき改修設
計及び改修工事を行う住宅が対象です。
補助対象工事費限度額 ９００,０００円
補助率 限度額以内の工事費の１／２を補助します。

（４５０,０００円が限度となります。）
申込期間 ５月１６日～１２月２８日

③危険ブロック塀等除却事業③危険ブロック塀等除却事業
通学路等に面したブロック塀などで、倒壊の危険性

のあるブロック塀の除却を希望する世帯に対して費用
の一部助成を行うものです。
補助対象ブロック塀 調査基準に基づいて調査を行い、
危険と判定された塀が対象。
補助金額 １g当たり４,０００円を乗じた金額または
１５０,０００円のいずれか低い額。
申込締切 平成１８年１月３１日

④塀等設置事業④塀等設置事業
※③の除却事業を実施した世帯が対象です。
補助対象
生け垣…高さ１ｍ以上の苗木を５０b以下の間隔で植
栽、支柱などで適切に固定したもの。

フェンス、板塀…高さ６０b以上で基礎などを設置し
適切に固定したもの。

補助金額 設置延長に４,０００円を乗じた金額は１００,０００
円のいずれか低い額。
申込締切 平成１８年１月３１日

申し込み・問い合わせ
建設課建築係　1８２‐１１１１（内線１２５３または１２５９）

東松島市誕生を記念して、｢ＮＨＫのど自慢｣が我が街に
やってきます。ぜひ、出場、観覧ください。
と　き：７月１０日（日）１１：５０～（開場１１：００～）
予選会：７月９日（土）１２：３０～（受付１１：３０～）
ところ：奥松島体育館（バウンズ８８）
■出場希望の「方」…
予選会：７月９日（土） 受付１１：３０、開会１２：３０

奥松島体育館
応募方法：往復はがき（応募は１組１通限り）、往信裏面
に①住所②名前③グループの場合は人数④年齢⑤職業⑥
電話番号⑦曲名と歌手名⑧選曲理由を、返信表面に申込
者の①郵便番号②住所③名前を記入
※応募多数の場合は、抽選により予選会出場の案内をしま
す（中学生以下は不可）。

■観覧希望の「方」…
申込方法：往復はがき（１枚につき１人）、往信裏面に①
住所②名前③電話番号を、返信表面に①申込者の①郵便
番号②住所③名前を記入。※応募多数の場合は抽選
■応募先　
〒９８０‐８４３５（※住所不要）
ＮＨＫ仙台放送局「のど自慢」出場係または観覧係
応募締切：出場観覧とも６月１５日（水）必着

●問い合わせ
ＮＨＫ仙台放送局広報事業部　1０２２‐２１１‐１０１６（平日９：３０～１８：３０）

ホームページアドレス　http: / /www.nhk.or . jp/senndai /
市役所市民活動推進課　　　　1８２‐１１１１　内線２２５２・２２５３

ホームページアドレス　http: / /www２.ci ty .higashimatsushima.miyagi . jp/

のど自慢のど自慢 のど自慢 公開生放送 出場観覧者募集 
NHK東松島市誕生記念

 GUEST ～ゲスト～

新 沼 謙 治 坂 本 冬 美
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春の旬のまつり!! 奥松島まつり

東
松
島
市
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

今
年
で
１９
回
目
と
な
る
、
恒
例

の
奥
松
島
ま
つ
り
（
奥
松
島
ま
つ

り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
５
月
８

日（
日
）に
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。
昨
年
は
延
べ
２
万
１
０
０

０
人
の
方
々
が
町
内
外
か
ら
お
越

し
に
な
り
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
規
模
も
イ
ベ
ン
ト
内
容
も

充
実
し
た
も
の
と
な
り
、
今
回
も

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
、
地
元
で
取

れ
た
様
々
な
旬
の
味
が
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
松
島
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
奥

松
島
ま
つ
り
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

５
月
８
日（
日
）

９
時
００
分

◆
会
場

奥
松
島
公
園

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容

▼
東
松
島
旬
の
市
（
地
場
産
品
の
販
売
）

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
５０
ブ
ー
ス
）

▼
殻
か
き
炭
焼
き
コ
ー
ナ
ー

▼
子
供
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

▼
あ
さ
り
汁
無
料
試
食

▼
ミ
ニ
新
幹
線

▼
ポ
ニ
ー
乗
馬

▼
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
体
験

▼
ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

▼
あ
さ
り
取
り
宝
さ
が
し
競
争

▼
鳴
瀬
鼓
心
太
鼓

▼
鬼
剣
舞
い

▼
演
奏
会
　
等

▼
景
品
付
き
餅
ま
き
大
会

◆
問

観
光
振
興
係
　
内
線
２
１
２
４

松
島
町
と
東
松
島
市
を
舞
台
に

日
本
三
景
松
島
国
際
ツ
ー
デ
ー
マ

ー
チ
が
行
わ
れ
ま
す
。

５
月
２８
日（
土
）・
２９
日（
日
）の

２
日
間
で
松
島
と
奥
松
島
を
歩
き

ま
す
。
普
段
は
運
行
さ
れ
て
い
な

い
松
島
―
宮
戸
間
の
遊
覧
船
に
も

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
松
島
市
で
は
、
２８
日（
土
）の

野
蒜
駅
か
ら
縄
文
村
歴
史
資
料
館

ま
で
の
１０
キ
ロ
コ
ー
ス
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

今
年
で
最
後
と
な
る
こ
の
催

し
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、

緑
の
奥
松
島
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
？

◆
日
時

５
月
２８
日（
土
）

※
時
間
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

◆
コ
ー
ス
・
参
加
費
用

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
、
参

加
費
用
等
に
関
し
て
は
、
選
択
さ

れ
る
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
５
月
１０
日
以
降

観
光
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み

５
月
１６
日（
月
）以
降
に
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る
予
定
で
す
。

◆
問

観
光
振
興
係

内
線
２
１
２
４

〜
み
ど
り
の
奥
松
島
を
歩
い
て
楽
し
む
〜

日
本
三
景
松
島
国
際
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

▲あさり取り宝さがし競争

▲ポニー乗馬▲あさり汁無料試食

▲景品付き餅まき大会

▲みどりの奥松島を眺めながらのウォーキングは格別

▲フリーマーケット



１７ 広報東松島　５月号

▲大きな思い出と一生の友達をつくろう

～とどけよう 北の大地へ 2005～ ～とどけよう 北の大地へ 2005～ 

昨
年
の
夏
、
旧
矢
本
町
に
や
っ

て
き
た
北
海
道
更
別
村（
姉
妹
町

村
）へ
今
年
は
東
松
島
市
の
小
学

５
・
６
年
生
が
更
別
村「
ど
ん
ぐ
り

村
」を
訪
問
し
交
流
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
来
年
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
交
流

事
業
に
参
加
い
た
だ
け
る
小
学
５

年
生
の
家
庭（
１５
家
族
）を
募
集
し

ま
す
。奮
っ
て
ご
応
募
願
い
ま
す
。

◆
交
流
期
間

平
成
１７
年
８
月
５
日（
金
）〜
８

月
９
日（
火
）

◆
対
象

東
松
島
市
内
の
小
学
５
年
生

（
合
計
１５
名
）

◆
申
込
書

各
学
校
で
配
布
さ
れ
た
申
し
込

み
書
に
記
入
の
上
、５
月
１６
日（
月
）

ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
民
活
動
推
進
課
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
提
出
先
　

東
松
島
市
市
民
活
動
推
進
課

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

◆
参
加
費
用

３
８
、０
０
０
円

（
自
己
負
担
）

◆
主
催

海
と
大
地
子
ど
も
交

流
実
行
委
員
会

◆
問

市
民
活
動
推
進
課
　

1
８２
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
５
５

募
集
内
容

„
海
と
大
地
大
地
“ 

子
ど
も
ふ
れ
あ
い 

　
　
　
　
　
　
　
交
流
参
加
者
大
募
集

　
　
　
　
　
　
　
交
流
参
加
者
大
募
集 
„
海
と
大
地
“ 

子
ど
も
ふ
れ
あ
い 

　
　
　
　
　
　
　
交
流
参
加
者
大
募
集 

今
年
も
東
松
島
は
花
い
っ
ぱ

い
。

花
と
潤
い
の
あ
る
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
　
を
目
指
し
、
今
年

も
矢
本
地
区
に
お
い
て
、
サ
ル
ビ

ア
の
植
栽
作
業
を
行
い
ま
す
。

花
は
、
見
る
も
の
す
べ
て
の
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
サ
ル
ビ

ア
で
ま
ち
を
彩
る
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◆
日
時

６
月
５
日（
日
）

６
時
３０
分

◆
場
所

国
道
４５
号
赤
井
〜
大
曲

〜
矢
本
沿
い
フ
ラ
ワ
ー
ス
ト
リ

ー
ト
、
矢
本
運
動
公
園
内
、
県

道
矢
本
・
河
南
線

※
セ
レ
モ
ニ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

◆
問

市
民
活
動
推
進
課
　

内
線
２
２
５
２

〜
花
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
も
い
っ
ぱ
い
〜

矢
本
地
区
フ
ラ
ワ
ー
ス
ト
リ
ー
ト

サ
ル
ビ
ア
一
斉
植
栽
の
お
知
ら
せ



１８広報東松島　５月号

国民健康保険は、私たちが病気や
ケガをしたとき、安心してお医者さ
んにかかれるようにふだんからお金
「税」を出し合いお互いに助け合っ
ていこうという制度です。
保険証は、国保加入者である証明

書です。病院にかかるときに窓口に
提示すれば、医療費の一部を負担す
るだけで医療が受けられます。
〇保険証の記載内容が正しいか確認
しましょう。
〇記載内容を勝手に書き換えてはい
けません。
〇他人との貸し借りは絶対にやめま
しょう。
保険証といっしょに提示するもの
▼７０歳以上の人で、老人保健で医
療を受けていない方…「高齢受給
者証」
▼７５歳（一定の障害がある方は６５
歳）以上の方と昭和７年９月３０日
生まれの方は…「老人保健医療受
給者証」
問　保険課　内線１１５２・１１５３

～学生の皆様へ～ 学生納付特例の申請はお早めに
国民年金は、老齢、障害、死亡によって私たちの生活が損なわれ

ることのないようにするために、皆様が前もって保険料を出し合い、
お互いを支え合う制度です。そのため、学生の皆さんも２０歳になっ
たら国民年金に加入し、保険料を納めなければなりません。しかし、
学生の場合は、本人の前年の所得が１１８万円以下であれば保険料を
後払いできる｢学生納付特例制度｣があります。
｢学生納付特例制度｣が承認された期間中に事故や病気で障害が残

った場合には、満額の障害基礎年金が受けられます。また、将来の
老齢基礎年金についても受給資格期間に参入されます。しかし、老
齢基礎年金の額を計算する際には参入されませんので、卒業したら
忘れずに納めることをお勧めします。

わからないことがあれば、納得できるまで事業者に説明してもらいましょう。消費者契約法は「事業
者は、契約の内容をわかりやすく説明するよう努めなければならない」と定めていますので、遠慮は無
用です。また消費者についても「契約の内容を理解するよう努めるもの」と定められています。

※いったん契約すると、特別な場合を除いて一方的に解約することはできません。
契約をする前に慎重に考えましょう。

¡学生本人の前年所得が、６８万円以下から１１８万円以下に変更
¡申請が遅れた場合は、承認期間は申請月の前月からでしたが
承認周期の始期である４月に遡って承認されます。

※ただし、申請が遅れた場合は、万が一障害を負ってしまった
場合などに年金が支給されない場合がありますので、申請はで
きるだけ早めに市区役所・町村役場の国民年金係で行ってくだ
さい。

その契約大丈夫の契約大丈夫ですか…??その契約大丈夫の契約大丈夫ですか…??その契約大丈夫ですか…??

市民課　消費生活相談員

被害にあわないための５ヶ条
①本当に必要ですか？必要がないときは、きっぱり断り
ましょう

②高額な契約やうまい話は、要注意！
③その場で契約しないで、家族や知人に相談しましょう
④契約書の内容をよく確かめ、商品やサービスの内容・
支払い総額を十分に検討しましょう

⑤口約束は契約書に必ず書いてもらいましょう

問

平成17年4月より（制度改正ポイント）平成17年4月より（制度改正ポイント）

問



１９ 広報東松島　５月号

休日診療担当医院表

※公立深谷病院1７３‐２１１１、石巻赤十字病院1９５‐４１３１、石巻市立病院1２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

5/1（日） 

5/3（火） 

5/4（水） 

5/5（木） 

5/8（日） 

5/15（日） 

5/22（日） 

5/29（日） 

９３－９６９３ 

２２－１７１４ 

９５－４１２１ 

９２－８８０５ 

２２－１１５２ 

２２－０２０８ 

２２－０８２０ 

９２－７６５１ 

ひかりサンテクリニック 

石垣クリニック 

伊東胃腸科内科 

 佐々木内科 

わたなべ整形外科 

うつみレディスクリニック 

神山内科クリニック 

 ししど内科クリニック 

８４－１３３３ 

８３－７０７０ 

８２－６６６６ 

８２－６７８０ 

８４－２３２３ 

８４－２８６８ 

８２－５５１１ 

８３－８８３０ 

 

 

 

 

鳴瀬中央医院 

 

佐 幸 内 科  

 

 

 

 

８７－３８５３ 

 

８８－３７３７ 

おおば小児クリニック 

田中小児科医院 

中山こどもクリニック 

あいかわ小児クリニック 

阿部こどもクリニック 

北川小児科医院 

堺小児科医院 

佐久間眼科小児科医院 

 

矢 本子育て支援センター  

 

 

 

 

 

 

矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー  

 

 

 

 

 

 

 
鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー  

７ ヶ 月 健 康 相 談  

１０ヶ 月 健 康 相 談  

赤 ち ゃ ん 相 談  

乳 幼 児 健 康 相 談  

 

 

日本脳炎予防接種 
 

 

 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

麻し ん 予 防 接 種  

三種混合予防接種 
 

妊産婦・乳幼児健康相談 

日本脳炎予防接種  
 

三種混合予防接種 

風し ん 予 防 接 種  

平成１６年１０月生 

平成１６年７月生 

妊産婦および生後３カ月程度までの赤ちゃん 

乳幼児および保護者の方 

平成１３年５月～７月生　１回目 

平成１３年８月～１０月生　１回目 

平成１３年１１月～平成１４年１月生　１回目 

平成１３年５月～７月生　２回目 

平成１３年８月～１０月生　２回目 

平成１３年１１月～平成１４年１月生　２回目 

平成１７年２月生 

平成１７年１月～３月生 

平成１５年４月～６月生　追加 

平成１６年１０月～１２月生　１回目 

妊産婦・乳幼児および保護者の方 

生後３カ月～９０カ月生 

生後３カ月～９０カ月生 

生後３カ月～９０カ月生 

生後１２カ月～９０カ月生　 

５月２３日（月）　９：００～　９：２０ 

５月２３日（月）１３：００～１３：２０ 

５月１０日（火）　９：３０～１１：３０ 

５月３０日（月）１３：３０～１５：３０ 

５月６日（金）１３：００～１３：３０ 

５月１２日（木）１３：００～１３：３０ 

５月１３日（金）１３：００～１３：３０ 

５月１８日（水）１３：００～１３：３０ 

５月２０日（金）１３：００～１３：３０ 

５月２７日（金）１３：００～１３：３０ 

５月２４日（火）１３：００～１３：３０ 

５月１０日（火）１３：００～１３：３０ 

５月１７日（火）１３：００～１３：３０ 

５月３１日（火）１３：００～１３：３０ 

５月１８日（水）　９：３０～１１：３０ 

５月１６日（月）１３：００～１３：３０ 

５月２５日（水）１３：００～１３：３０ 

５月１９日（木）１３：００～１３：３０ 

５月９日（月）１３：００～１３：３０ 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

●健康相談・予防接種のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票がこない方と、転入された方はご連絡ください。
◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダー又は個人通知をご覧ください。
→平成１７年度「子宮がん検診」につきましては、平成１７年５月３０日（月）～平成１７年１１月２５日（金）の期間で実施予定です。申し込みをされ
た方には、後ほど受診票を送付します。

問　健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０９問

心の健康相談のお知らせ
イライラや、ストレスなどの悩みはありませんか？

痴呆や精神疾患で相談したいことはありませんか？
相談日 ５月１２日（木） １３：００～１６：００
担当医 ひかりサンテクリニック　加藤　光三　先生
場　所 東松島市コミュニティーセンター
＊あらかじめ、電話でご予約ください。
問　福祉課　社会福祉係　内線１１７５問

こどもの心理相談会のお知らせ
お子さんの発達や子育てについて悩んでいることはあり

ませんか？
専門の先生の相談会を開催しますので、お気軽にご相談

ください。
相談日 ５月１９日（木） １３：００～１７：００
※あらかじめ、電話でご予約ください。
相談内容 子どもの発達や子育てで悩んでいることなど
相談対応者 心理カウンセラー　今野広子先生
問　健康推進課　健康推進係　内線３１０８問



２０広報東松島　５月号

～知っ得情報～

東
松
島
市
広
報
広
聴

モ
ニ
タ
ー
の
募
集

広
報
広
聴
活
動
お
よ
び
市
政
に

つ
い
て
、
広
く
市
民
か
ら
意
見
を

求
め
、
そ
の
充
実
・
発
展
を
図
る

た
め
広
報
・
広
聴
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
方

■
任
期

１
年

■
職
務
内
容

¡
地
域
住
民
の
広
報
・
広
聴
に
対

す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
報
告

¡
日
常
の
広
報
活
動
お
よ
び
地
域

の
話
題
や
問
題
な
ど
を
報
告

¡
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
参
加

■
募
集
人
数

１０
名

■
問

広
報
広
聴
係
　
内
線
１
２
１
９

す
こ
や
か
学
級
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

す
こ
や
か
学
級
の
開
設
に
伴
い
、

受
講
生
の
お
子
さ
ん
を
お
世
話
し

て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

■
日
時

平
成
１７
年
６
月
〜

平
成
１８
年
１
月
ま
で（
月
１
回
）

１０
時
００
分
〜
１１
時
３０
分（
主
に
平
日
開
催
）

■
会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
他

の
会
場
内
に
保
育
室
を
設
け
ま
す

■
対
象
者

子
供
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
！

■
問

生
涯
学
習
課
　
内
線
２
２
３
４

井
戸
端
短
期
大
学
受
講
生
募
集

家
庭
教
育
学
級
を
卒
業
し
て
も
、
ま

だ
ま
だ
勉
強
が
し
た
い
方
大
募
集
！

■
日
時

平
成
１７
年
６
月
〜
平
成
１８
年
１

月
頃
ま
で
（
全
５
回
程
度
）

■
会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
他

■
対
象
者

高
校
生
以
上
の
子
供
が
い
る
方

■
内
容

講
話
・
実
技
・
話
し
合

い
・
移
動
研
修
・
自
主
活
動
、

な
ど

■
締
切
り

５
月
２０
日（
金
）

■
問

生
涯
学
習
課
　
内
線
２
２
３
４

奥
松
島
農
園
利
用
者
募
集

農
業
者
以
外
の
方
が
野
菜
や
花

を
栽
培
し
て
、
自
然
と
触
れ
合
う

こ
と
を
目
的
に
無
料
で
「
奥
松
島

農
園
」
を
平
成
１５
年
７
月
よ
り
開

放
し
て
い
ま
す
。
利
用
希
望
の
方

は
左
記
の
要
領
に
よ
り
、
記
入
の

上
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

■
場
所

東
松
島
市
野
蒜
字
洲
崎
地
内

■
利
用
期
間

平
成
１７
年
６
月
１
日
か
ら

平
成
１９
年
３
月
３１
日

■
利
用
対
象
者

東
松
島
市
に
在
住
の
方

■
空
き
農
園
区
画

８
区
画
（
１
区
画：

約
３０
g
）

■
管
理
方
法

利
用
者
個
人
の
責
任
で
管
理

■
申
し
込
み
要
領

申
込
書
は
農
林
水
産
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
期
限

５
月
２０
日（
金
）
１７
時
００
分

■
問

農
林
水
産
課
　
内
線
２
１
３
１

国
土
交
通
省
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
の
募
集

■
応
募
資
格

市
内
に
在
住
し
て
い
る
方
で
、

委
嘱
す
る
河
川
に
接
す
る
機
会
が

多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る

２０
歳
以
上
の
健
康
な
方
。

■
委
嘱
内
容

河
川
に
関
す
る
情
報
や
地
域
の

要
望
の
連
絡
、
河
川
愛
護
思
想
の

普
及
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

な
ど

■
募
集
人
員

１
名

■
委
嘱
期
間

７
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
応
募
方
法

写
真
を
添
付
し
た
履
歴
書
を
提
出

■
応
募
期
限

平
成
１７
年
５
月
１７
日
必
着

■
問

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所

1
０
２
２
５
‐
９４
‐
９
８
５
１

テ
ニ
ス
し
ま
せ
ん
か
？

モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ニ
ス
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

６
月
１９
日（
日
）

午
前
７
時
〜
　

■
回
数

５
回

■
場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象

市
内
の
高
校
生
以
上
の
男
女

■
会
費

一
人
　
１
、５
０
０
円

■
定
員

３０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
）

■
問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
２
２
４
３

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

ス
ク
ー
ル
生
募
集

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ス

ク
ー
ル
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

６
月
２
日（
木
）
午
前
１０
時
〜

■
回
数

５
回

■
内
容

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
ス

ト
レ
ッ
チ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
健

康
体
操
、
な
ど

■
場
所

東
松
島
市
民
体
育
館

■
対
象

一
般
市
民
２０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

■
会
費

一
人
　
１
、５
０
０
円

■
問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線
２
２
４
３

募
　
集

東松島市社会体育施設運営指導員募集
下記の要領で社会体育施設運営指導員を募集いたします。
◆業務内容
奥松島運動公園社会体育施設の運営指導及び管理業務
◆応募資格
市内に在住で年齢が６０歳以下の健康な方
◆勤務時間 週３０時間以内
◆採用人数 １名　
◆給　　与 月額 １０５,０００円
◆保　　険 社会保険対応
◆締め切り ５月１６日（月）
◆申し込み方法
本人自筆の履歴書（最近撮影の写真添付）を直接持参する
◆申し込み先
東松島市教育委員会スポーツ振興課（鳴瀬庁舎２Ｆ）
1８２‐１１１１（内線２２４１）
※採用については、面接を行い決定します。
※採用年月日は、平成１７年６月１日からになります。
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矢
本
海
浜
緑
地
公
園

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
荒
廃
し

た
海
浜
公
園
内
保
安
林
の
再
生
を

図
る
た
め
、
植
樹
の
お
手
伝
い
を

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
を
募
集
し

ま
す
。

■
日
時

５
月
１４
日（
土
）

９
時
４５
分
〜
１２
時
００
分

■
場
所

矢
本
海
浜
緑
地
公
園
内
保
安
林

■
募
集
人
員

２００
人

■
集
合
場
所

海
浜
緑
地
公
園
駐
車
場

■
問

農
林
水
産
課
　
内
線
２
１
３
６

下
水
道
使
用
料
・
漁
業
集
落
排
水

処
理
施
設
使
用
料
金
が
改
定

下
水
道
等
使
用
料
は
３
年
ご
と

に
使
用
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
１６
年
度
に
見
直
し

を
行
う
予
定
で
し
た
が
特
例
と
し

て
合
併
時
ま
で
使
用
料
を
据
え
置

い
て
お
り
、
今
年
度
に
改
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
下
水
道
使
用
料

の
基
本
使
用
料
を
１
、１
５
５
円

か
ら
１
、３
６
５
円
に
改
定
い
た

し
ま
す
。

漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
に
つ
い
て
は
下
水
道
使
用
料
の

単
価
に
統
一
し
ま
す
。

■
料
金
一
覧

基
本
使
用
料
　

１０
k
ま
で
　

１
、３
６
５
円

超
過
使
用
料
　（
１
k
に
つ
き
）

１０
k
を
超
え
２０
k
ま
で
　
１４７
円

２０
k
を
超
え
５０
k
ま
で
　
１６８
円

５０
k
を
超
え
２００
k
ま
で
１７８
・
５
円

２００
k
を
超
え
る
も
の
１９９
・
５
円

※
金
額
は
全
て
消
費
税
込
み
で
す
。

■
実
施
時
期

平
成
１７
年
６
月
請

求
分（
平
成
１７
年
４
月
使
用
分
）

よ
り
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他

農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
使
用
料
は
、
据
え
置
き
と

な
り
、
平
成
１７
年
度
中
に
見
直

し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問

下
水
道
課
　
内
線
１
２
８
３
〜
１
２
８
５

「
施
設
を
見
る
集
い
」始
め
ま
し
た

市
で
は
、「
施
設
を
見
る
集
い
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
各

施
設
を
見
学
し
、
税
金
が
効
率
的

か
つ
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

確
か
め
て
も
ら
う
事
業
で
す
。

■
対
象

市
民
の
方

■
定
員

１０
人
〜

■
申
し
込
み
方
法

①
実
施
日
や
見
学
施
設
な
ど
は
、

打
ち
合
わ
せ
の
上
決
定
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問

総
務
課
広
報
広
聴
係
　
内
線
１
２
１
９

す
こ
や
か
学
級
受
講
生
募
集

母
親
と
し
て
の
心
構
え
や
、
子

育
て
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
楽
し

く
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

平
成
１７
年
６
月
〜
平
成

１８
年
１
月
頃
ま
で
（
月
１
回
）

１０
時
００
分
〜
１１
時
３０
分
（
主
に

平
日
開
催
）

■
会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
他

■
内
容

講
話
、
実
技
、
話
し
合

い
、
移
動
研
修
等

■
対
象
者

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
乳
幼
児
を
持
つ
母
親

■
定
員

親
子
５０
組

■
締
切
り

５
月
２０
日（
金
）

■
そ
の
他

学
習
中
は
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
お
子
さ

ん
の
保
育
を
い
た
し
ま
す
。

■
問

生
涯
学
習
課
　
内
線
２
２
３
４

ゆ
ぷ
と
の
無
料
開
放
に
つ
い
て

■
実
施
日

５
月
５
日（
木
）

■
対
象
者

３
歳
〜
中
学
生

■
内
容

①
利
用
料
金
無
料
コ
ー
ス

小
学
３
年
生
以
下
お
よ
び
午
後

５
時
以
降
は
水
着
着
用
の
保
護
者

同
伴
が
必
要
で
す
。
保
護
者
は
有

料
と
な
り
ま
す
。

②
親
子
水
泳
教
室
コ
ー
ス

１３
時
〜
１４
時
ま
で
親
子
無
料
、

子
ど
も
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
５
月
３
日（
火
）〜
５
日

（
木
）ま
で
の
３
日
間
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
方
が
左
記
で

飲
食
す
る
場
合
、飲
食
料
金
の
５
％

を
割
引
サ
ー
ビ
ス
い
た
し
ま
す
。

¡
レ
ス
テ
リ
ー
　
イ
ル
ア
　

1
８３
‐
８
５
８
０

¡
き
ら
天
・
き
ら
亭
　

1
８４
‐
２
３
８
８

■
問

東
松
島
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

1
８４
‐
３
８
５
５

東
松
島
市
誕
生
記
念
　

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
小
野
駅
前

新
市
誕
生
記
念
セ
ー
ル
開
催

ふ
れ
愛
タ
ウ
ン
小
野
駅
前
は
、

東
松
島
市
誕
生
を
記
念
し
、
１３
区

画
限
定
の
「
新
市
誕
生
記
念
セ
ー

ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
問

小
野
駅
前
土
地
区
画
整
理
組
合

1
０
２
２
５
‐
８６
‐
１
３
２
２

共
生
園
増
築
工
事
（
競
輪
補

助
事
業
）
完
了
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
平
成
１６
年
度
日
本
自

転
車
振
興
会
の
競
輪
補
助
金
を
受

け
て
、
共
生
園
の
増
築
工
事
を
完

了
し
ま
し
た
。

■
事
業
内
容

知
的
障
害
者
更
正
施
設（
通
所
）

共
生
園
の
定
員
１４
名
分
の
建
物
増

築
（
合
計
定
員
５０
名
）

■
事
業
費

¡
日
本
自
転
車
振
興
会

（
競
輪
補
助
事
業
補
助
金
）

２
６
、３
９
３
、０
０
０
円

¡
宮
城
県
社
会
福
祉
施
設
等
施
設

設
備
整
備
事
業
補
助
金
　
　
　

８
、２
３
１
、０
０
０
円

¡
自
己
資
金

１
０
、４
３
３
、６
０
０
円

■
実
施
場
所
　

知
的
障
害
者
更
生
施
設（
通
所
）

共
生
園

■
完
了
年
月
日

平
成
１７
年
２
月
２８
日

「
無
料
人
権
相
談
所
」
開
設

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
、

様
々
な
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
の

相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
受
け
、

解
決
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
日
時

５
月
１３
日（
金
）

１０
時
００
分
〜
１５
時
００
分

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

市
民
課
　
内
線
１
１
２
１

登
記
・
人
権
無
料
相
談

土
地
の
境
界
、
建
物
の
登
記
、

相
続
、
人
権
な
ど
に
関
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
相
談
員
が
お
答
え
し

ま
す
。

■
開
催
日
時

６
月
１
日（
水
）

１０
時
００
分
〜
１５
時
００
分

■
相
談
会
場

小
野
公
民
館

■
主
催

宮
城
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

石
巻
支
部

■
問

支
部
長
　
岡
田
拓

1
６１
‐
１
４
４
２

お
知
ら
せ

相
　
談
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平
成
１７
年
３
月
届
け
出
分

（
３
月
１
日
〜
３
月
３１
日
）

敬
称
略
・
希
望
者
の
み

掲
載
し
て
お
り
ま
す

ごご
結結
婚婚
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

ごご
誕誕
生生

おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

市の人口

（平成17年3月末現在の住民基本台帳）

男　21,397人（－131）
女　22,230人（－ 77）
計　43,627人（－208）
世帯数　14,265戸（－ 18）

（ ）内は前月比

※旧矢本町・旧鳴瀬町を合わせた数値です

南
　
六
　
高
　
橋
　
　
亮り

ょ
う

南
　
六
　
　
　
橋
　
美み

　

幸ゆ
き

浅
　
井
　
成
　
澤
　
　
淳じ
ゅ
ん

仙
台
市
　
岡
　
崎
　
　
彩あ
や

石
巻
市
　
　
ち
ん

炯け
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高
　
松
　
三
　
浦
　
牧ま
き

　

恵え

小
分
木
　
奥
　
田
　
正ま
さ

　

義よ
し

下
町
四
　
齋
　
藤
　
育い
く

　

美み

八
　
幡
　
本
　
田
　
秀し
ゅ
う

　

一い
ち

河
北
町
　
佐
々
木
　
真ま

由ゆ

美み

河
　
戸
　
大
　
槻
　
　
大ゆ
た
か

女
川
町
　
佐
々
木
　
美み

　

涼す
ず

仙
台
市
　
松
　
谷
　
真し
ん

　

司じ

仙
台
市
　
菅
　
原
　
八や

知ち

代よ

上
河
戸
一

清
　
水
　
一か
ず

　

道み
ち

塩
釜
市
　
佐
　
藤
　
千ち

惠え

子こ

行
政
区
　
　
氏
　
　
　
名

新
川
前
　
　
橋
　
悠ゆ
う

雅が

慎し
ん

　

弥や

鹿
妻
一
　
石
森
比ひ

呂ろ

斗と

英ひ
で

　

之ゆ
き

八
　
幡
　
本
田
　
知と
も

哉や

勝か
つ

　

志し

柳
　
北
　
東
城
　
采あ
や

郁か

良よ
し

　

昌ま
さ

月
　
浜
　
小
野
　
　
仁じ
ん

貴た
か
し

平
　
岡
　
酒
井
ひ
な
た
　
裕ひ
ろ

　

仁ひ
と

柳
　
西
　
工
藤
　
颯そ
う

太た

雄ゆ
う

　

治じ

西
福
田
下

村
上
　
紗さ

菜な

仁ひ
と

　

志し

貝
　
田
　
齊
　
　
大た
い

樹き

秀ひ
で

　

樹き

五
味
倉
　
津
田
　
佳か

那な

秀し
ゅ
う

一
い
ち

南
浦
官
舎

中
川
浩こ
う

太た

朗ろ
う

浩ひ
ろ

　

明あ
き

上
河
戸
二

平
塚
志し

希き

咲さ

政ま
さ

　

志し

新
　
町
　
石
山
　
　
宗し
ゅ
う

博ひ
ろ
し

新
東
名
南

伊
藤
　
朱あ
か

里り

正ま
さ

　

義よ
し

裏
　
二
　
　
橋
　
昊こ
う

洋よ
う

利と
し

　

臣お
み

手
　
招
　
大
國
　
桃も
も

花か

龍り
ゅ
う

　

一い
ち

本
　
町
　
小
笠
原
み
の
り

陽あ
き
ら

横
沼
二
　
橋
浦
　
　
巧た
く
み

睦む
つ

　

人ひ
と

前
　
里
　
浅
野
　
愛ま
な

歩ほ

勝か
つ

　

美み

大
　
島
　
雫
石
　
　
碧あ
お
い

正ま
さ

　

彦ひ
こ

横
沼
東
　
成
田
　
昊こ
う

弥や

知と
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貝
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一
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内
　
陽は
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橋
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き

小
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下
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恵け
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人と

信し
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須
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岩
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す
し

横
沼
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土
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望の
ぞ
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浜
市
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子こ
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新
　
場
　
渡
　
邉
　
賢け
ん

　

司じ
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裏
　
一
　
大
　
崎
　
き
い
子
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浜
市
下
　
小
　
林
　
英ひ

で

　

恒つ
ね

６４

新
　
田
　
内
　
海
　
よ
し
子
　
８５

川
下
上
　
土
　
井
　
雪ゆ

き

　

子こ
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上
河
戸
一

熊
　
谷
　
哲て
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雄お
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関
の
内
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門
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英え
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柳
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ょ
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森
　
きき

みみ

９５
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南
新
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玉
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か
し
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下
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相
　
澤
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つ
み
　
９１

上
河
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一

山
　
崎
　
き
よ
み
　
９０

小
野
下
　
嶋
　
田
　
正ま
さ

　

義よ
し

９５

新
　
場
　
山
　
本
　
ひ
　
さ
　
９２

浜
市
上
　
佐
　
藤
　
一か

ず

　

男お

８９

南
　
二
　
遠
　
藤
　
　
を
江
　
８５

表
　
　
安
　
倍
　
　
功い
さ
お

８１

六
　
槍
　
後
　
藤
　
壽す

美み

子こ

８６

貝
殻
塚
二

鈴
　
木
　
稻い
な

　

男お

８５

亀
　
岡
　
平
　
塚
　
こ
　
と
　
８４

横
沼
二
　
阿
　
部
　
み
つ
子
　
５０

新
　
町
　
石
　
山
　
み
や
　
　
９３

五
味
倉
　
齋
　
藤
　
　
弦ゆ
ず
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７９

行
政
区
　
　
氏
　
　
　
名
　
享
年

行
政
区
　
　
氏
　
名
　
　
保
護
者

（（（（（（（（

4月20日(水)、矢本子育て支援センター｢ほっと
ふる｣に遊びに来ていたお子さんとお母さんを撮影
しました。
お子さんは、｢何をしているんだろう？｣とカメ

ラに興味津々。そして、優しい眼差しでお子さんを
見つめる姿に、お母さんの愛情が感じられます。

「子どもの健やかな成長を願い」「子どもの健やかな成長を願い」 「子どもの健やかな成長を願い」P２～７ 

関係ページ
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5月1日～6月6日 

■おはなし会 
　　　15:00 
■矢本西保育所保育
参観日・父母の会
総会 

■奥松島まつり・第
１回東松島旬の市 
　　　　9:00

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUH～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 お問い合わせはこちら 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課（鳴瀬庁舎内） 
まで　　82-1111

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 

赤体 

東コ 

市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

 ■図書館休館日 
■大曲・中央幼稚園
子どもの日の集い 
■矢本二中代休 
■宮戸小学校振替休
業日 
■矢本東小家庭訪問 

　　憲法記念日 
■図書館休館日 
 
 
 
 
■はなぶさ幼稚園こ
どもの日の集い 
■鳴瀬幼稚園こどもの
日プレゼント渡し 

　　国民の休日 
■図書館休館日 

　　こどもの日 
■図書館休館日 
■親子サッカー大会 
　　　　9:00

■行政・生活相談 
　野蒜公民館 
　10:00 
■石教研総会(午後)
講演会・父教科部
会・父領域研究会
研修会 
■赤井南小臨時休業 

■図書館休館日 
■矢本一中修学旅行
(～11日) 
■矢本二中家庭訪問 
　(～13日)

■鳴瀬総合支所窓口
延長　19:00まで 
■機能訓練 
　　　9:30 
■矢本東・宮戸小家
庭訪問 
■矢本幼稚園幼年消
防クラブ任命式 

■おはなし会 
　　　15:00 
■野蒜小避難・引き
取り訓練 
■はなぶさ幼稚園保
育参観日・父母の
会総会 
■鳴瀬幼稚園新入園
児お祝い会 

■図書館夜間開館 
　　　19:00まで 
■鳴瀬二中修学旅行 
　(～14日)・２年生
宿泊研修(～14日) 
■矢本東小１年生を
迎える会 
■囲碁・将棋のつど
い　　　10:00

■行政･生活相談 
　　　10:00 
■人権相談 
　　　10:00 
■大曲保育所春の親
子遠足 
 
■のびる幼稚園保育
参観日 

■おはなし会 
　　　15:00 
■矢本西保育所世代
間交流事業 
■小野小運動会 
■鳴瀬幼稚園第１回
役員会 

■協会長杯争奪家庭
バレーボール大会 
■野蒜小運動会 

■固定資産税第1期
納期(～31日) 
■図書館休館日 
■鳴瀬二中２･３年
振替休業 
■野蒜･小野小振替
休業日 
■鳴瀬一中修学旅行 
　(～18日)

■市民課窓口延長 
　19:00 
■生活相談 
　小野公民　10:00 
■鳴瀬二中1年宿泊
研修(～18日)  
■矢本幼稚園家庭訪
問(～20日) 
■はなぶさ幼稚園家
庭訪問(～23日)

■春の法律相談及び
合同行政相談 
　　　10:00 
■不要犬・不要猫の
引き取り日 
　　　   9:45～10:00 
　　　 10:00～10:30 
　※時間厳守 
■おはなし会 
　　　11:00　15:00

■図書館夜間開館 
　　　19:00まで 
■鳴瀬一中１年合宿 
　(～20日) 
■鳴瀬幼稚園保育参
観日 
■囲碁・将棋のつど
い　　　10:00

■行政相談 
　　　10:00 
■農家相談日 
　　　　10:00 
■赤井北・矢本西保
育所親子遠足 
■大曲幼稚園春季遠
足 
■宮戸小古代米田植
え 

■おはなし会 
　　　15:00 
■大曲・大塩・赤井
小運動会 
■鳴瀬幼稚園代休日 

■第７回矢本地区中
学生春季ソフトテ
ニス大会 
■赤井地区分館対抗
ソフトボール大会 
■浜市・宮戸小運動
会 
■野蒜小開校記念日 

■図書館休館日 
■赤井南保育所親子
遠足 
■大曲・赤井・大塩・浜
市・宮戸小振替休業 
 
■鳴瀬幼稚園２歳児
教室 
■はなぶさ幼稚園幼年
消防クラブ任命式 

■鳴瀬総合支所窓口
延長　19:00まで 
■機能訓練 
　　　9:30 
■浜市小学校振替休業日 
■矢本東小体力テス
ト(～27日) 
■中央幼稚園お弁当
参観 
■のびる幼稚園誕生会 

■おはなし会 
　　　15:00 
■赤井小５年生田ん
ぼの学校(田植え) 
■小野保育所参観日 
■大塩保育所遠足 
■矢本西小修学旅行 
　(～26日) 
■はなぶさ・鳴瀬幼
稚園遠足 

■図書館夜間開館 
　　　19:00まで 
■矢本東保育所春の
遠足 
■囲碁・将棋のつど
い　　　10:00 
■はなぶさ幼稚園誕
生会 
 
■矢本幼稚園親子遠足 

■図書館休館日 
　(図書整理日) 
■行政・生活相談 
　　　10:00 
■赤井南小振替休業日 
■ふるさと体験学習 
　(遊覧‐鳴瀬地区
中学３年生) 
■牛網保育所祖父母
参観 

■おはなし会 
　　　15:00 
■赤井南小振替授業
日 
■矢本東小運動会 
■日本三景松島国際
ツーデーマーチ 
　(～29日)

■大曲地区分館対抗
ソフトボール大会 
■赤井南小運動会 

■図書館休業日 
■矢本西・野蒜小家
庭訪問(～６/３) 
■矢本東・赤井南小
振替休業日 

■矢本地区サルビア
一斉植栽日 
■市内中学校出校日 

■図書館休館日 
■市内中学校振替休
業日(～７日)

 ■おはなし会 
　　　11:00　15:00 
■浜市小開校記念日 
■矢本東小開校記念
日 
■水道週間(～７日)

■図書館夜間開館 
　　　19:00まで 

■赤井北保育所人形
劇鑑賞 
■矢本中央幼稚園親
子遠足 
■浜市小遠足 
■矢本二中自由参観
日 
■矢本幼稚園保育参
観 

■おはなし会 
　　　15:00 
■第１回東松島市中
総体１次大会 
■第54回高校総体 
　(～６日)

 

奥運 

図 

図 

図 

図 

図 

老 

図 

老 

老 

老 

老 

老 

図 

図 

図 

老 

コ 

コ 

図 

図 

図 図 

鳴総 

鳴総 

矢保 

老 

矢運 

A

A

A

C

C

C

C

A

A

A

A

CB

CB

CB

B

B



広報東松島　５月号 ２４

誰
も
が
、
そ
こ
に
行
く
と
懐
か

し
く
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
感

じ
を
受
け
る
空
間
を
も
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
塩
地
区
に
は
、
昔
と
変
わ
ら

ぬ
佇た

た
ず

ま
い
で
、
町
の
歴
史
を
知
っ

て
い
る
樹
齢
９００
年
以
上
と
も
言
わ

れ
る
杉
の
木
が
あ
り
ま
す
。
約
１２０

段
の
石
段
を
の
ぼ
り
、
新
山
神
社

の
拝
殿
前
左
側
に
立
っ
て
い
る
そ

の
杉
の
名
は
「
姥
杉
（
う
ば
す

ぎ
）」。
宮
城
県
指
定
文
化
財
に
選

ば
れ
て
い
る
、
樹
高
約
３０
ｍ
、
地

上
１.５
ｍ
の
幹
囲
５.６
ｍ
、
地
際
周
囲

９
ｍ
の
樹
勢
も
盛
ん
な
樹
で
す
。

姥
杉
の
立
つ
空
間
は
神
秘
的
で

ど
こ
か
懐
か
し
く
、
訪
れ
る
人
々

に
雄
壮
感
を
も
っ
て
、
や
さ
し
く

迎
え
て
く
れ
ま
す
。

東
松
島
市
役
所

〒
9
8
1‐
0
5
0
3
宮
城
県
東
松
島
市
矢
本
字
上
河
戸
3
6‐
1

1
0
2
2
5
－
8
2
－
1
1
1
1
F
A
X
0
2
2
5
－
8
2
－
8
1
4
3

発
行
：
東
松
島
市
　
編
集
：
総
務
課
広
報
広
聴
係

東
松
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
2
.c
ity.h

ig
a
s
h
im
a
ts
u
s
h
im
a
.m
iya
g
i.jp

広
報
広
聴
係
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
k
o
h
o
@
c
ity.h

ig
a
s
h
im
a
ts
u
s
h
im
a
.m
iya
g
i.jp

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

今
回
、
特
集
を
手
が
け
て
、
自

身
、子
育
て
中
の
担
当
と
し
て
は
、

と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

計
画
の
中
に
「
地
域
で
子
育
て

を
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
意
識
改
革
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

子
育
て
家
族
が
積
極
的
に
地
域
の

皆
さ
ん
と
関
わ
り
を
持
と
う
と
い

う
気
持
ち
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
が
、

私
と
し
て
も
近
所
の
人
た
ち
と
積

極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
な
ど
、

小
さ
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

菅
野

新
し
い
市
に
な
り
、
今
ま
で
と

は
違
っ
た
環
境
で
広
報
を
作
り
始

め
た
担
当
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
接

す
る
住
民
の
方
々
も
増
え
、
取
材

で
歩
く
範
囲
も
広
が
り
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
中
で
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、改
め
て
広
報
作
り

の
難
し
さ
を
知
っ
た
気
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
周
り
の
状
況
が
変
わ

っ
て
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
よ
う
な
広
報
作
り
を
続

け
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
も
う
一
度
初
心
に
返
ろ
う
と

心
に
誓
う
担
当
で
す
。

尾
形

新山神社 

総合運動公園 

大塩小学校 

○〒 
大塩郵便局 

大塩保育所 

至河南地区→ 

←至高松 

県大塩・小野停車場線 

グリーンタウン 

グリーン 
　　タウン 

河南・鳴瀬線 
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